
　
　
　
一
一
、
日
光
の
効
果

植
物
は
日
光
を
食
べ
て
育
り
が
人
4
‐

9
･
1
1
4
’
れ
と
同
じ
や
５
に

日
光
の
恵
み
に
よ
っ
て
健
康
を
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
？
’
‐
’
．
ｌ

よ
い
の
で
あ
る
、
近
頃
科
學
・
が
進
歩
し
て
研
究
の
結
果
人
蜃
が

日
光
か
ら
直
接
取
る
こ
と
の
出
来
る
食
料
は
ゲ
ー
タ
ー
ミ
ｙ
Ｄ

だ
’
け
で
あ
る
と
云
り
て
ゐ
る
け
れ
ど
啄
現
代
の
人
間
の
知
識
で

は
日
光
の
恩
恵
を
所
謂
科
學
的
方
法
に
よ
っ
て
は
十
分
澄
明
が

出
末
な
い
だ
’
け
で
あ
つ
て
日
光
の
有
無
み
は
グ
イ
タ
ー
ミ
ｙ
Ｄ

な
ど
に
よ
り
て
霞
さ
れ
る
・
ｔ
の
で
は
な
い
。

Ｊ
光
の
刺
激
ｔ
適
度
に
皮
膚
に
享
け
る
と
き
に
身
堕
の
新
陣
代

を･謝ｏ

　
（
飲
食
物
は
消
化
器
よ
Ｉ
タ
、
酸
素
は
肺
臓
よ
・
り
扱
取
し
て
之

身
酋
の
組
織
内
に
於
て
燃
焼
３
せ
て
身
叢
の
活
動
を
普
み
、

其
の
不
用
一
一
物
質
と
し
て
出
来
た
炭
酸
ガ
ヌ
と
水
は
肺
臓
か
ら

尿
は
腎
臓
か
ら
、
汗
は
・
反
珊
か
ら
、
曇
は
謳
か
ら
排
出
し
で

ゐ
る
が
、
乙
の
や
５
に
新
し
い
物
質
か
豊
外
か
ら
取
‘
夕
入
れ
ら

れ
、
豊
内
に
入
ｃ
９
;
ｌ
ｌ
Ｓ
１
１
１
４
Ｗ
Ｑ

Ｓ
ｉ
４
’
旅
て
機
外
に
出
３

g
｡
K
4
¥
｡
‘
4
=
1
｡
s
.
‘
;
'
￥
4
‐
4
'
l

i
"
i
!
=
=
i
｡
;
:
'
S
4
.
‘
1
¥
s
｡
0
之
が
完

4
1
｡
2
｡
e
t
lg
.I
Q'
‐
｡
'

4
!
9
‐
I
Q
y
4
4
‐
9
･
e
4
9
4
S
S
S
a
4
'
4
1
;
1

れ
る
の
で
あ
る
。
吾
々
の
身
1
.
．
ｒ
構
成
し
て
ゐ
芯
蚕
物
質
は
約

七
年
間
で
蚕
く
新
物
質
と
代
る
と
い
は
れ
Ｗ

４
４
ｃ
ｈ
‘
Ｊ
の
新
陳

代
謝
に
故
障
が
’
生
ず
れ
ぱ
消
化
器
・
呼
吸
器
、
・
循
環
器
、
排
泄

器
の
何
｡
s
…
4
2
S
i
4
'
4
S
9
o

"
‘
j
4
J
｡
2‘
1
‘
;
9
Q
L
!
9
1
S
‘
'

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｑ
　
Ｏ
　
Ｑ
　
０
　
　
　
　
　
　
。

・
目
然
天
賦
の
負
疫
性
、
｛
身
曇
が
病
原
物
の
侵
入
－
ｔ
受
け
て
屯
よ

く
之
・
に
抵
抗
し
9
￥
i
￥
4
M
!

‘
r
5
9
4
'4
r
y
2
‐
4
1
4
'
病
原
物
よ

・
９
生
ず
る
毒
素
を
無
害
・
性
と
す
る
作
用
）
は
高
調
ま
れ
、
血
球

は
増
加
し
、
食
慾
は
充
逞
し
、
睡
眠
は
深
く
な
り
で
多
く
の
慢

性
の
病
気
は
一
路
改
造
の
結
果
軽
快
す
る
ち
の
で
あ
る
。

近
頃
林
間
吊
枝
な
ど
繁
牒
な
都
合
か
ら
離
れ
y
’

S
2
｡
’
月
に

或
は
Ｉ
川
間
の
新
鮮
な
る
空
気
と
日
光
の
充
分
得
ら
れ
る
自
然
の

地
に
居
．
ｒ
５
り
し
て
虚
弱
の
子
供
の
身
鐙
の
改
造
を
許
・
９
其
の

効
果
‘
ｒ
大
い
に
納
め
て
む
る
賞
例
を
輝
山
知
つ
て
ゐ
る
。
彼
等

は
身
謄
薄
弱
の
Ｌ
Ｉ
の
、
Ｅ
栢
い
心
臓
病
の
．
ｌ
の
、
貧
血
症
の
馬
の

祭
蚤
不
・
艮
の
屯
の
、
紳
経
性
疾
・
思
の
島
の
・
、
ア
ダ
ノ
ー
ド
の
扁

桃
腺
肥
大
の
ｉ
の
等
に
向
つ
て
最
・
Ｉ
効
果
が
現
れ
る
と
報
皆
し

で
ゐ
る
Ｏ


	page1

